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 要 旨   
妊娠期間中の多量のエタノール摂取は胎児の成長に悪影響をもたらす。しかし、少量の

エタノールによる影響については良く分かっていない。本研究の目的は、毎日のエタノー

ル摂取（標準飲酒量で 3.8 杯、アルコールで約 50 g）が胎仔と母親の生理機能と胎仔脳、

特に白質に対してどのような効果を与えるのか評価することである。妊娠雌ヒツジに妊娠

95 日～133 日の間、静脈持続注入でエタノール（0.75 g/kg、1 時間、8 胎仔）または生理

食塩水を投与した。妊娠 131～133 日で母親と胎仔の動脈血を採取し、妊娠 134 日目に胎

仔脳を採取した。 
母親と胎仔の血漿エタノール濃度は類似の最大濃度（～0.11 g/dL）に達し、その後、同

じ速度で減少した。エタノールの持続注入で胎仔動脈血酸素濃度は少し低下したが、母親

の酸素負荷、母親と胎仔の炭酸ガス分圧、胎仔の平均動脈圧や心拍数などでの変化は認め

られなかった。エタノール持続注入によって、母親と胎仔の血漿乳酸レベルは上昇したが、

動脈 pH の低下は母親だけで観察された。胎仔の体重と脳重量でエタノール投与と対照との

違いはなかった。エタノール投与 8 匹のうち 3 匹で、局所的な皮質神経細胞死とグリオー

シスに関連した大脳と小脳でのくも膜下出血が認められた。エタノール投与によって、全

体的として、嚢胞性病変、炎症、アポトーシスの増加、白質の障害などは見られなかった。

ヒツジ妊娠の第三期に相当する時期での毎日のエタノール摂取による胎仔への生理的影

響はわずかであり、胎仔の脳白質の発達には肉眼的に顕著な効果は与えない。多量のエタ

ノール摂取と比べて、妊娠第三期での少量のエタノール摂取による胎仔への影響は少ない

ものと思われる。 
 

 




